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タマネギ面積拡大に向けて、直は栽培を開始！ 

 

令和7年１０月２日から東近江市八日市地域の３集落、約150a分のほ場においてタマネギの

直は栽培を開始しました。雨にも恵まれ、出芽率もよく、順調に生育しています。 

 

タマネギ栽培の育苗省力化と今後の面積拡大のため、昨年度まで新稲作研究会等の事業を

活用し、農業技術振興センターとともに管内の１集落で直は技術の確立に向けて試験栽培に取

り組んできました。実証段階ですが、約５ｔ/10aの収穫量が確保できる技術となってきたため、

今年度は栽培暦を作成し、現在タマネギ栽培に取り組む八日市地域の集落営農法人に対して

勉強会や栽培研修会を開催し、面積拡大に向けて推進を図ってきました。 

今年は、既存の播種機を利用した栽培と、専用機であるクボタのタマネギ播種機を使用した

栽培を行っています。また、しがの園芸産地次世代拠点づくり事業を活用し、播種作業受委託

の仕組みづくりに向けた実証にも取り組んでいます。 

 当課では、今後も生産者や関係機関と連携し、東近江地域のタマネギの産地化に向けて取り

組んでいきます。 
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写真１ 既存の播種機を利用 

 

写真２ クボタのタマネギ専用播種機 


